
※配分金支払日 １２月分 １月３１日（水）

平成３０年１月４日現在・会員総数３６８人

今
年
は

飯
豊
山
の
麓
の
山
間
に
あ
る
天
然
温
泉
浴
場
「
い
い
で
の
ゆ
」

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
い
い
で
の
ゆ
」
は
、
大
浴
場
に
、
源
泉
そ
の
ま
ま
と
、
源
泉
を
ろ
過
し

た
無
色
の
お
湯
の
二
種
類
の
お
湯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
浸

っ
て
、
気
の
合
っ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
と
美
味
し
い
料
理
、
飲
み
物
、
カ
ラ
オ

ケ
で
交
流
を
深
め
合
う
新
年
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期

日

平
成
三
十
年

一
月
三
十
日(

火)

十
二
時
三
十
分
～

会

場

い
い
で
の
ゆ

（
三
九
）
二
三
六
〇

参
加
費

三
千
五
百
円

※

申
込
み
は
会
費
を
添
え
て
一
月
二
十
四
日(

水)

ま
で
事
務
局
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

値
を
上
回
る
結
果
を
出
す
こ
と
で
深
い
満
足
を
提
供
で
き
る
こ
と
、
気
を

配
り
、
心
を
配
り
、
気
を
働
か
せ
、
嫌
味
に
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
、
さ
り

げ
な
く
さ
わ
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
に
等
々
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち

ん
と
徹
底
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
が
他
者
に
行
っ
た
行
動
は
、
必
ず
自
分
に
返
っ
て
く
る
こ

と
、
「
こ
ち
ら
が
明
る
い
笑
顔
な
ら
、
相
手
も
笑
顔
に
な
る
」
「
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
人
の
周
り
に
は
、
不
思
議
と
笑
顔
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
」
こ

と
か
ら
、「
相
手
の
笑
顔
や
よ
い
返
事
を
引
き
出
し
た
い
な
ら
、
ま
ず
あ
な

た
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
」
等
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
川
先
生
の
テ
ン
ポ
の
良
い
深
い
い

．
．
．
話
に
聴
き
入
り
、
２
時
間
の
講
演

は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
浅
川
先
生
の
講
演
に
感

心
し
き
り
で
し
た
。

１月３１日（水）

０年１月４日現在・会員総数３６８人  男性２５４人  女性１１４人

『い
い
で
の
ゆ
』で
新
年
会
を
開
催
！

一
月
三
十
日(

火)

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
！

会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
会
員
の
皆
様
が
、
元
気
に
、
活
き
活
き
と
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
事
務
局
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
て
、
会
員
同
士
が
顔
を
合
わ
せ

親
睦
と
交
流
を
深
め
合
う
新
年
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
飯
豊
山
の
麓
の
山
間
に
あ
る
天
然
温
泉
浴
場
「
い
い
で
の
ゆ
」

ア
ッ
プ)

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
足
元
が
悪
い
中
、
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、「
フ
ァ
ン
を
増
や
す
”
気
働
き
“
術
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
講
演
を
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
第
一
印
象
は

一
瞬

で
決
ま
る
こ
と
、
清
潔
感
の
あ
る
身

だ
し
な
み
で
、
挨
拶
は
、
相
手
よ
り
先
に
、
相
手
の
目
を
見
て
明
る
く
元

気
に
爽
や
か
に
、
が
大
事
な
こ
と
や
、
仕
事
は
相
手
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
先

に
読
ん
で
、
相
手
に
指
示
さ
れ
る
前
に
自
分
が
動
く
こ
と
、
相
手
の
期
待

研
修
会
で
接
遇
力
を
学
ぶ
！

セ
ン
タ
ー
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
“気
働
き
”術

十
二
月
十
九
日
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
２
会
議
室
に
お
い
て
、
人
材
教
育

会
社
ア
ビ
ッ
ト
代
表
浅
川
洋
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
接
遇
力
向
上(

マ
ナ
ー

ア
ッ
プ)

研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。



今
回
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
希
望

が
寄
せ
ら
れ
た
「
一
泊
」
の
忘
年
会
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
が
、
前
回
を
上
回

る
三
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
く
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

内
風
呂
と
露
天
風
呂
、
露
天
風
呂
は

岩
風
呂
と
檜
風
呂
、
陶
器
風
呂
等
々
温

泉
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
り
一
年
の
疲
れ

を
流
し
た
後
は
、
美
味
し
い
料
理
と
飲

み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
同
士

の
親
睦
と
交
流
を
深
め
合
い
、
時
が
過

ぎ
る
に
つ
れ
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
会

員
、
舞
を
披
露
す
る
会
員
等
々
に
ぎ
や



担

当

笠
井

※
配
分
金
は
目
安
で
す

そ
の
他
に
も
、
除
草
作
業
、
機
会
除
草
、
清
掃
作
業
な
ど

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

き
継
い
で
き
た
貴
重
な
取

組
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
方
々
が
、
毎
日
、
毎
日
、
コ

ツ
コ
ツ
と
丹
精
込
め
て
作
る
繊
細
な
彼

岸
花
は
、
芸
術
品
と
も
い
え
る
も
の
で
、

例
年
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ

て
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
手
作
業
の
た
め
、
制
作
で
き

る
製
品
の
数
も
限
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
購
入
希
望
の
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

☆
会
員
就
業
相
談
日
☆
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
三
時
～

○
「
こ
ん
な
仕
事
に
興
味
が
あ
る
」

○
「
も
っ
と
仕
事
が
し
た
い
」

○
「
別
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
」

な
ど
な
ど
就
業
に
係
る
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
お
越
し
下
さ
い
。

担

当

笠
井

学
校
給
食
運
搬
作
業

内

容

給
食
の
運
搬
作
業

配
分
金

１
１
５
０
円
／
時
間
（
３
時
間
）

担

当

笠
井

（

屋
内
作
業

）

学
校
用
務
員

内

容

校
内
で
の
雑
務
作
業

配
分
金

７
６
０
円
／
時
間
（
６
～
７
時
間
）

担

当

大
内

工
場
内
軽
作
業

内

容

活
性
炭
の
袋
詰
め
作
業

配
分
金

８
０
０
円
／
時
間
（
４
時
間
）

担

当

笠
井

こ
ん
な
お
仕
事
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
就
業
情
報
！

(
 

屋
外
作
業 

) 

除
雪
作
業

内

容

ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
の
除
雪

配
分
金

１
４
０
０
～
１
９
８
０
円
／
時
間

毎
月
第
２
金
曜
日
、
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で

『入
会
説
明
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定

一
月
十
二
日
（金
）
午
後
一
時
三
十
分

二
月

九
日
（金
）
午
後
一
時
三
十
分



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
得
た
配
分
金
収
入
等
に
対
す
る
所
得
税
の

取
り
扱
い
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
．
配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上
『
雑
所
得
』
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
雑
所

得
の
金
額
は
原
則
と
し
て
雑
所
得
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
額
で
す
。
従
っ
て
、
配
分
金
収
入
に
係
る
必
要
経
費
の
額
は
、
六

十
五
万
円
以
上
あ
る
場
合
、
配
分
金
収
入
か
ら
必
要
経
費
の
全
額
を
控
除

と
し
ま
す
。

２
．
し
か
し
、
必
要
経
費
の
額
が
六
十
五
万
円
未
満
の
場
合
は
、『
租
税
特
別

措
置
法
』
第
二
十
七
条
の
適
用
に
よ
り
、
六
十
五
万
円
を
上
限
と
し
て
控

除
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
収
入
金
額
を
限
度
と
し
ま
す
。
）

３
．
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
会
員
は
、
配
分
金
収
入
と
は
別
に
公
的
年

金
等
控
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

４
．
給
与
収
入
の
あ
る
会
員
は
、
最
低
六
十
五
万
円
（
た
だ
し
収
入
金
額
を

限
度
と
し
ま
す
）
の
給
与
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

配
分
金
収
入
に
係
る
控
除
額
は
、
六
十
五
万
円
か
ら
給
与
所
得
を
控
除
し

た
残
額
が
限
度
で
あ
り
ま
す
。

【
必
要
経
費
の
額
が
六
十
五
万
円
未
満
の
場
合
の
例
示
】

[

設
例]

 

あ
る
セ
ン
タ
ー
会
員
（
六
十
六
歳
）
の
年
間
収
入
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

①
配
分
金
収
入

五
十
二
万
円
（
う
ち
交
通
費
な
ど
の
必
要
経
費
十
万
円
）

②
給
与
収
入

十
八
万
円
（
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
よ
る
短
期
就
職

期
間
の
賃
金
）

③
公
的
年
金
収
入

百
五
十
万
円

（
配
分
金
収
入
及
び
給
与
収
入
に
係
る
所
得
の
控
除
）

（
最
低
保
障
額
）
（
給
与
所
得
控
除
額
）
［
雑
所
得
（
配
分
金
所
得
）
分

の
最
低
保
障
額
］

六
十
五
万
円

―

十
八
万
円

＝

四
十
七
万
円

（
最
低
保
障
額
の
残
額
）
（
配
分
金
収
入
）
［
雑
所
得
（
配
分
金
所
得
）

分
の
特
例
経
費
］

四
十
七
万
円

〈

五
十
二
万
円

→

四
十
七
万
円

→

最

低
保
障
額
の
残
額
で
頭
打
ち
従
っ
て
、
こ
の
場
合
五
十
二
万
円
―
四
十

七
万
円
＝
五
万
円
が
控
除
後
の
所
得
と
な
り
ま
す
。
→
（
Ａ
）

（
公
的
年
金
収
入
に
係
る
雑
所
得
の
控
除
）

百
五
十
万
円
×
１
０
０
％
―
百
二
十
万
円
＝
三
十
万
円

割
合
や
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
速
算
表
」

（
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）
か
ら
算
出
し
て
く
だ
さ
い
。
従
っ
て
、
こ
の

場
合
三
十
万
円
が
控
除
後
の
所
得
と
な
り
ま
す
。
→
（
Ｂ
）

（
基
礎
控
除
）

配
分
金
収
入
、
給
与
収
入
、
公
的
年
金
収
入
に
係
る
所
得
控
除
後
の
所

得
合
計
額

（
Ａ
）
＋
（
Ｂ
）
＝
三
十
五
万
円
―
三
十
八
万
円
（
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
の

で
ゼ
ロ
）
（
基
礎
控
除
）

従
っ
て
、
こ
の
会
員
の
場
合
、
課
税
所
得
は
な
い
の
で
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
配
分
金
収
入
、
給
与
収
入
、
公
的
年
金
収
入
以
外
の
収
入
が
あ

る
場
合
の
所
得
控
除
及
び
そ
の
他
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
喜
多
方
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
２
４
―
５
０
５
０
）

※
配
分
金
支
払
調
書
が
必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
お
こ
し
下
さ
い
。

配
分
金
収
入
に
対
す
る
所
得
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て


